
 

 

令和６年度第１回奥州市総合教育会議 

 

日 時 令和６年６月25日（火）午後３時30分 

場 所 奥州市役所本庁３階303会議室 

 

 

次   第 

 

１ 開 会 

 

 

２ 市 長 挨 拶 

 

 

３ 教育長挨拶 

 

 

４ 協 議 事 項 

まちづくりと教育 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉 会 
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奥州市総合計画 ～地域の個性がひかり輝く 自治と協働のまち奥州市～ 

           

みんなで創る 

生きがいあふれる 

まちづくり 

 

未来を拓く 

人を育てる 

学びのまちづくり 

 

健康で 

安心して暮らせる 

まちづくり 

 

豊かさと 

魅力のある 

まちづくり 

 

環境にやさしい 

安全・安心な 

まちづくり 

 

快適な 

暮らしを支える 

まちづくり 

           

奥州市教育振興基本計画 
～新しい奥州を担う人づくり～ 

学ぶことが奥州市の伝統であり未来である 
 

       

「生きる力」を育む 

学校教育の充実 
 

豊かな生き方を築く 

生涯学習・文化活動の推進 
 

時代をつむぐ 

歴史遺産の保存と活用 
 

潤い豊かな 

スポーツライフの推進 

       

[学校教育の充実] 
学校経営の充実 
確かな学力を保障する教育の充実 
情報教育の推進 
心の教育の充実 
健やかな体を育む教育の充実 
幼保小連携の充実 
特別支援教育の推進 
学校法人への支援 
就学等支援の充実 

[社会の変化に対応した教育環境の推進] 
安全・安心な教育環境の充実 
教育施設の適正化 

 奥州市生涯学習基本計画 
～豊かな生き方を築く生涯学習・文化活動の推進～ 

自ら学ぶ生涯学習（自主）・協働による生涯学習（協働）・まちづくりにつながる生涯学習（創造） 

      

 [生涯にわたる学習活動への支援]  [本に親しむ活動の推進]  [芸術文化の推進] 

 

生涯学習事業の推進 

地域支援体制の構築 

家庭教育の支援 

青少年育成の推進 

生涯学習施設の適正な維持管理 

 

子ども読書活動の推進 

図書館利用を通じた課題解決支援 

図書資料・視聴覚教材の整備充実 

図書館の適正な維持管理 

 

市民の芸術文化活動の推進 

文化会館の適正な維持管理 

       

ふるさと教育推進事業 奥州市「ふるさと学習」 

【ね ら い】児童生徒の「郷土愛」を醸成するとともに、将来に夢や希望を育む。 

【目指す姿】奥州市を深く理解することにより、親しみを感じ、誇りをもつとともに、「ふるさと奥州」への思いをもち続ける「郷土愛」にあふれる児童生徒 

【実施内容】 

１ 総合的な学習の時間などを中心に行う。  

２ テキストの作成                       

(1) 児童生徒の発達段階や学習内容、学年や校種の系統性や連続性等をふまえた内容、構成等を協議し、編集作業を進める。 

(2) 市内の小中学校において進められている地域を理解する学習の内容 

ア 地域の先人や歴史、伝統、文化等のほか過去から現在、そして未来につながる視点で新たに取り上げる内容 

イ 中学校は、キャリア教育とのつながりを意識した内容 
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ふるさと教育推進事業 奥州市「ふるさと学習」 実施要綱 

 

１ はじめに 

奥州市は、多くの偉人を輩出し、史跡や産業、特産物などの誇れる宝が、各地域

に数多くあり、その中には、現在でも、奥州市を代表し、他市町村や他県の人に認

知されているものも多くみられる。 

各学校では、社会科や道徳、総合的な学習の時間等において、それぞれ地域の先

人や文化、風土、産業、歴史遺産などを題材とした学習が行われ、児童生徒は、地

域への理解を深めている。また、中学校では、職業に関連した学習（職場体験や実

習、職業選択、自分の将来など）や地域貢献、活性化につながるテーマでの学習が

行われ、生徒は、地域の未来や自分の生き方などについて学んでいる。 

児童生徒にとって、自分たちの生まれ育った身近な地域は、生活そのものであ

り、社会の仕組みを学び、地域社会の一員としての自覚をもち、将来への夢や希望

をふくらませる場でもある。身近な地域のことを知ることは、「ふるさと学習」の

第一歩であり、ふるさとへの愛着や誇りをもち、大切に思う気持ちの醸成につなが

っている。 

そこで、身近な地域に関する学習をさらに広げ、奥州市全体に目を向けた「ふる

さと学習」を積極的に進めることにより、奥州市全体の深い理解を図っていきた

い。そして「ふるさと学習」をとおして、児童生徒が、奥州市を深く知り、親しみ

を感じ、誇りをもつとともに、「奥州市のよさを人に伝える」「将来、奥州市で働

きたい」等の「郷土愛」にあふれる児童生徒の育成を図っていきたい。 

 

２ 基本的な考え方 

(1) 「ふるさと学習」をとおして、「郷土愛」を醸成する。                      

(2) 「ふるさと学習」の対象を、身近な地域を知る学習から、市全体に広げ、奥州

市全体の理解を深めていく。 

(3)「ふるさと学習」の内容は、奥州市全体について、歴史、文化、生活などの分野

でとらえるとともに、過去（歴史的観点）にとどまらず、現在、そして未来につ

ながる視点で考えていく。 

 

３ 「ふるさと学習」のねらい  

「ふるさと学習」をとおして、児童生徒の「郷土愛」を醸成するとともに、将来

に夢や希望を育む。 
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４ 対 象 

奥州市内の小学校３年生から中学校３年生までの児童生徒 

 

５ 目指す児童生徒の姿 

奥州市を深く理解することにより、親しみを感じ、誇りをもつとともに、「ふる

さと奥州」への思いをもち続ける「郷土愛」にあふれる児童生徒 

※ 「ふるさと奥州」への思いをもち続ける「郷土愛」にあふれる児童生徒のイメ

ージ 

例）・奥州市に住んでよかった     ・将来、奥州市で働きたい 

・奥州市のよさを人に伝えたい   ・自分も街づくりに参加してみたい  

・奥州市のよさを次の世代に伝えていきたい 等の思いをもつ児童生徒 

 

６ 実施内容（概要） 

(1) ふるさと学習の実施 

「ふるさと学習」は、総合的な学習の時間などを中心に行う。  

(2) テキストの作成                       

ア テキストの編集 

・「ふるさと学習」で使用するテキストは、編集委員会において、児童生徒の 

発達段階や学習内容、学年や校種の系統性や連続性等をふまえた内容、構成

等を協議し、編集作業を進めていく。 

イ 主な内容等 

・現在、市内の小中学校において進められている地域を理解する学習の内容 

・地域の先人や歴史、伝統、文化等の他、過去から現在、そして未来につなが 

る視点で新たに取り上げる内容 

・特に中学校は、キャリア教育とのつながりを意識した内容 等 

(3)「ふるさと学習」の推進日程 

・令和5年度 先進地視察、実施要項等作成 

・令和６、7年度 関係資料収集、テキスト編集委員会、テキスト作成、 

ICT環境整備等  ＊令和7年度 プレ実施 

・令和8年度 本格実施 
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